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お金が消える！？摩訶不思議な貯金箱を作ろう！実施報告 
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１．はじめに 

 徳島大学大学院社会産業理工学研究部総合

技術センターは，科学啓蒙・普及活動の一環

として「やっToku，なっToku，Dai実験」を毎

年開催している。本年度のテーマの一つとし

て，「お金が消える！？摩訶不思議な貯金箱

を作ろう！」を実施したので報告する（図１）。 

 

 

図１ 当日の様子 

 

２．開催日及び会場について 

開催日：令和元年7月31日（水）13:30-15:00 
場所：阿波市交流防災拠点施設 アエルワ 

参加者：小学生30名 

 

３．実施内容 

 教室では，リンゴはなぜ赤く見えるのかか

ら始まり，私たちが普段何気なく目にしてい

る色は，光の反射・吸収・合成により見えて

いることについて生活に馴染みのある絵の具

や太陽の光などを例に理解してもらい，本作

品の要となる鏡の性質についても学んでもら

った。講義後に，鏡を箱の中に斜めに設置す

ることで正面に移る景色を錯覚させる貯金箱

（図２）を作成してもらった。貯金箱完成後，

実際にコインを入れてもらいコインが入った

音はするものの入れたコインが見えない様を

確認してもらい，最後になぜコインが見えな

いのかを解説して教室を締めくくった。 

 

 

図２ 貯金箱の完成品 

 

４．実施結果 

今回，理解をより一層深めるため，講義を

退屈に感じないようにするために説明の間に

クイズを組み込む試みを導入した。結果とし

て，科学教室の最後に実施した理解度確認テ

ストにおいて１問を除き高い正答率を得るこ

とができた(表１)。設問２について著しく正

答率が悪かった点について，講義にて太陽の

光のように光を重ねることで色が変わる「加

算混合」に関する説明よりも絵の具を使った

「減算混合」に関する説明の方に重点を置い

てしまったうえに，絵の具の方が参加者にと
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ってなじみが深く，そちらの印象が強かった

ために，太陽の光に関する説明があまり印象

に残らなかったと考えられる。そのため，参

加者の目の前でライトを使って光を合成し見

せることで視覚的でわかりやすく，かつ印象

的な手法を取り入れる必要があったという反

省点が得られた。また，アンケートからクイ

ズが楽しかったとの回答をもらったことから

今後も参加者により理解しやすく楽しんでも

らえる試みを続けてみようと思った。 

 

表１ 理解度確認テストの内容と結果 

Q1. りんごが赤く見えるのは，りんごが赤い

光を跳ねかえし，赤以外の光を（？）い

るから。 

 A．吸いこんで(正答率：83%) 
Q2. 紫，藍，青，緑，黄，橙，赤の光をあわ

せると何色に見えますか？ 

 A．白色(正答率：21%) 
Q3. 紫，藍，青，緑，黄，橙，赤の絵の具を

混ぜあわせると何色に見えますか？ 

 A．黒色または黒っぽい茶色(正答率：100%)
Q4. 暗い部屋で青色の光を赤いりんごにあ

てるとりんごは何色に見えますか？ 

 A．黒色(正答率：86%) 
Q5. 消える貯金箱のトリックとして使って

いたのは何でしたか？ 

 A．鏡(正答率：97%) 

 

また，参加者に同伴する保護者が多かった

ことから，参加者同様に保護者20名にもアン

ケートを依頼し，満足度とわかりやすさにつ

いての以下の結果（図３，４）が得られた。 

 

 

 

図３ 満足度 

 
図４ わかりやすさ 

 

結果として，満足度については両者９割以上

から「楽しかった」，わかりやすさについて

は両者９割近くから「わかりやすかった」と

の回答が得られた。両者から非常に高い評価

をもらうことができた。また，教室の有料化

についての賛否について，保護者全員から「納

得できる」との回答が得られた（図５）。有

料時の金額について，半数が「1000円以下」，

さらに半数近くが「500円以下」でも問題ない

ことを示し（図６），今後有料化を視野に入

れても問題ないことが分かった。 

 

図５ 有料賛否   図６ 有料時の金額 

 

５．まとめ 

 クイズ形式を講義に組み込むことにより，

楽しく理解度を上げることができたのではな

いだろうか。 
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